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開館時間：午前 9時 30 分～午後 5時
休  館  日：月曜日及び年末年始 (12 月 29 日～ 1月 4日 )
　                   ＊月曜日が祝日の場合は開館し、翌日と翌々日を休館。　　　

入  館  料：300 円 (20 名以上の団体 200 円 )
　                   ＊中学生以下、障害者手帳持参の方とその介助者、校外学習の高校生以下と引率教諭は無料。

アクセス：ＪＲ中央線｢三鷹駅｣南口より徒歩 12 分
　　　　   ＪＲ中央線・京王井の頭線｢吉祥寺駅｣南口 ( 公園口 ) より徒歩 20 分

編集・発行

三鷹市山本有三記念館
〒181-0013　東京都三鷹市下連雀 2-12-27
TEL 0422-42-6233　　FAX 0422-41-9827
ホームページ http://mitaka.jpn.org/yuzo/

三鷹市山本有三記念館館報　第 11号　［4］

▶▶▶事業報告
　春の朗読コンサート　　　　　 5月16日・17日
　毎年多くのお申し込みをいただいているため、公演回
数を 2 回に増やして行いました。有三の「小人国」「は
なむけ」「アメリカと直線」に重なるように、マリンバの
豊かな音色が会場に響きます。五木の子守歌からタンゴ
までという幅広い選曲と、ユーモラスな有三の一面を感
じさせる随筆に加えて合間のトークも盛り上がり、華やか
なプログラムとなりました。

　左：野田 香苗（朗読）　　　　　　　　　　　右：塚越 慎子（マリンバ）

　　夏休み親子ワークショップハードカバーに挑戦！！　　 8月3日
　有三の「心に太陽を持て」
を文庫本からハードカバーに作
りかえました。表紙と見返し、
しおりは好きな色を選べると
あって、子どもたちはワーク
ショップが始まる前から見本の
前を行ったり来たり。
　文庫本をばらすところから、
背を固め布表紙を付けるまで、
約 2 時間の作業も大人以上の
集中力で乗り切り、17 人の参
加者全員がオリジナルのハード
カバーに仕上げることができま
した。

【募集要項】
1. 応募資格：どなたでも応募できます。
2. 募集作品：三鷹市山本有三記念館又は有三記念公園を描いたもの。
3. 応募規定：応募は1人1点、未発表のものに限る。サイズは四切判（540mm
　　　　　　×380mm）まで。画材規定なし（写真は不可）。壁面に展示で
　　　　　　きる状態の平面作品（厚みは 2mmまで）とする。
4. 応募方法：作品の裏面に応募票を貼付し、山本有三記念館に持参又は送付
　　　　　　してください。

　 第２回 山本有三記念館

　 スケッチコンテスト

前回、100 点以上のご応募をいただいたスケッチコ
ンテストを今年も開催いたします。コンテスト終了
後、入賞作品は山本有三記念館にて展示いたします。
あなたの絵で、記念館を飾ってみませんか？

作品募集期間　2014 年 12 月 7日 [ 日 ] まで
コンテスト　2015 年 1月 17 日 [ 土 ] ～ 1 月 25 日 [ 日 ]
　　　　　　　会場▶三鷹市公会堂さんさん館
＊詳細はホームページをご覧ください。

講師：上島 明子（美篶堂）

庭
　記念館の南側に庭園が広がっています。
　春のやわらかい日射しを浴びた新緑、咲き誇る
ハナミズキ、舞い踊るチョウ、蝉時雨、金木犀の
芳香、そして雪景色………。絵筆を手にしたくなっ
てきます。
　水の流れに耳を澄まし、季節が織り成す自然の
美しさ、豊かさに心がやすらぐのは私だけでしょ
うか。
　この庭園は、ボランティア活動に入る前のひと
ときをくつろがせてくれる場所なのです。

（井上　秀子）

「心に太陽を持て」に後押しされて
　元気で歌が大好きな子供の頃。「心に太陽を持
て」の詩は、私の心に強烈な印象を残しました。
この詩を日本中に広めた有三と同じ三鷹に住み、
文学と歴史を学び、ガイドになって来館者のみな
さんと一期一会を楽しむことになるとは、思いも
よりませんでした。
　文化財としての記念館は四季それぞれの良さが
ありますが、秋は趣が深まります。有三文学と西
洋館に、庭の紅葉と静かさがマッチングして感動
的です。一人でも多くの来館者に楽しんでいただ
きたいです。　　　　　　　　　　（佐野　藤子）

ガイドボランティアリポート 11  記念館で活動中のガイドボランティアより交代でリポートをお届けします


